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: 薬理学者から市民への伝言パート2

















市民への伝言 Part ２ 
  日時：9月10 日(土),17日(土)13:00～18:30  
  ※２週連続した講座になります。好評の昨年に続き。 
薬はリスク、薬理学から見る放射線障害・リスク  
 講師：医学部・医学系研究科教授 柳澤 輝行 
 東北大学附属図書館 副館長  
 会場：東北工業大学一番町ロビー４階ホール  
  （仙台市青葉区一番町１－３－１ニッセイ仙台ビル） 























東北大学附属図書館 副館長 柳澤輝行 
自己紹介 






こ) Vol. 32, No.4 2008「人の輪こそ図書館機能の３つのＬ」 











 [狭心症治療薬、急性心不全治療薬]  









































































金額(円） 人数 計 
1    1 1  
10   3 30  
100   10 1,000  
1,000  22 22,000  
10,000  10 100,000  
100,000  3 300,000  
1,000,000  1 1,000,000  
合計  50 1,423,031  
平均   28,461円  
 人数 計 
0  1 0  
1  3 3  
2  10 20  
3  22 66  
4  10 40  
5  3 15  
6   1 6  
合計 50 150 
平均  3  



























































































a.促進 と抑制  
 stimulation & inhibition 
 
b. 直接効果と間接効果 
  direct effect & indirect effect 
 
c. 特異性 と選択性   
 specificity & selectivity 
 


















Dose-Response Relationship 用量反応関係 
モルヒネのマウス挙尾行動 
Luellmann, Heinz et al: 















薬理作用 有害(中毒)作用 致死作用 
小量 大量 
用量 治療量 （極量） 
無効量 有効量 中毒量 致死量 
最小有効量 最小中毒量 最小致死量 



















Ａ．生体内情報伝達機構   
 １．生体内情報伝達機構の概念 
 ２．情報伝達の過程と場（図２−２）  
Ｂ．薬理学的受容体 の構造と分類 
          （図２−４）    
Ｃ．細胞内情報伝達系   
生体内情報伝達機構の概念 
• 神経系nervous system 
• 内分泌 endocrine系 
• オータコイド autacoid 系 

















































時間 (msec) 刺激stimulation 
神経活動電位action potential 


















































H  N 2 
膜貫通構造 
4･5量体→イオンチャネル 
























H  N 2 
  膜輸送タンパク質の分類  
膜  イオンチャネル 
輸 チャネル 
送  水チャネル 
タ    受動輸送
ン  ユニポーター 
パ トランス シンポーター 
ク ポーター アンチポーター 















































































G-protein coupled receptor = 
























































































































































β遮断薬  ←ｰ  イソプロテレノール 
ジクロロイソプロテレノール 
(β2 遮断薬 ) 
イソプロテレノール 
プロネサロール プロプラノロール 
Cf. メトキサミン  
(α1agonist;  




CH CH NH2 
OH CH3 
ブトキサミン 






















• α受容体遮断薬：フェントラミン（ α 1、 α 2）、プラゾ
シン （高血圧治療薬, α 1 ）、タムスロシン












































蛋白結合型    遊離型 
経口投与 















































































－ 附属図書館「東北大ゆかりコレクション」 － 
• マリーブ EN ：人体の構造と機能第３版、2010、医学書院 
• メイダー SS：ヒューマンバイオロジー、2005、医学書院 






• 東北大学機関リポジトリTOUR: [PDF]  
– 薬理学総論；  和漢薬（分子薬理学）；  
– 未来につながる新薬開発；  
– 心機能の神経性調節；  
– 心筋・血管平滑筋細胞の Ca シグナリング；  
– 受容体・チャネル遺伝子の改変修飾と疾病･治療モデル；  
– Ca 拮抗薬の分類と作用機序；  




























小器官・構造 サイズ  機能     
細胞小器官 
核 5～25μm(直径) DNAの合成(遺伝情報貯蔵) 
核小体 1～4μm rRNAの合成 
小胞体(ER) 4～7nm(厚さ) 生成物の輸送，脂質の代謝 
筋小胞体  Ca貯蔵、放出 
リボソーム 15～20nm(直径)  タンパク質合成（翻訳） 
ミトコンドリア0.5～0.8μm(直径)  細胞内呼吸、ATP合成 
ゴルジ体 0.2～5.5μm(長さ) 細胞板・細胞壁、分泌顆粒生成 
葉緑体 4.0～8.0μm(直径)   光合成，脂質の合成 
ペルオキシソーム0.5～1.5μm(直径)   グリコール酸の代謝，過酸化物
の分解 
リソソーム 0.4μm(直径) 細胞内消化 









中間径フィラメント10nm(直径)  細胞内網目構造，細胞間結合  
アクチンフィラメント7nm(直径)  収縮装置，細胞運動 

































































分子薬理学分野 助川准教授がクローニング。 Cell 1993;72:29-38.  

























































































 細胞分裂の増加   ポリープ(乳頭腫）の成長     悪性腫瘍(がん）の成長 
 
DNAの変化 
 オンコジーン  がん抑制遺伝子の不活化    ２つ目のがん抑制遺伝子 






















































放射線被ばく 福島第1 原子力発電所の事故による放射線量の目安 
飲食物からの放射線 
（ヨウ素131 の場合） 
















































































蛋白結合型    遊離型 
経口投与 


















































































































































































ml/ 分（臓器100g当たり）ml/ 分（全臓器当たり）分配率（％）ml/ 分（全臓器当たり）消費率（％）
脳 57 750 15 46 20
心臓 70 200 4 27 11
肝臓 95 1,350 27 33 14
腎臓 420 1,200 24 16 7
骨格筋 3 850 16 70 30
皮膚 7 350 7 5 2
その他 400 7 36 16




動脈血には20 vol% の酸素が含まれている 



















































small oxygen debt: extract about 
75% of available oxygen 












5W & 1H 
慢性心不全 













臨床的には 1) 心原性肺水腫pulmonary edema， 
2) 心原性ショックshock及び 3) 慢性左室不全の
急性増悪の三状態を含む”  




























a/b = Ejection fraction （EF駆出率 %） 
拡張終期 a: Stroke  












図4-13  慢性心不全の病態と治療 











－ 附属図書館「東北大ゆかりコレクション」 － 
• マリーブ EN ：人体の構造と機能第３版、2010、医学書院 
• メイダー SS：ヒューマンバイオロジー、2005、医学書院 
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市民公開講座 アンケート実施日 H23 年 9 月 10 日(土)  




A まとまりがあり、説明が明解である。(poor 0 名､ fair 3 名､ good 13 名) 
B 良く準備している。(poor 0 名､ fair 0 名､ good 16 名) 
C 授業内容が学生の水準に適している。(poor 3 名､ fair 8 名､ good 3 名) 
























































































市民公開講座 アンケート実施日 H23 年 9 月 17 日(土)  
 
①本日の講義に関する評価 
A まとまりがあり、説明が明解である。(poor 0 名､ fair2 名､ good8 名) 
B 良く準備している。(poor 0 名､ fair2 名､ good 11 名) 
C 授業内容が学生の水準に適している。(poor0 名､ fair2 名､ good 3 名)  
＜poor は 0 でしたが、やはり、高度な内容で盛りだくさんのようした。＞ 
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受講下さった皆様に感謝します。　（文責　柳澤輝行）
「薬理学者からの市民への伝言パート２」受講者一覧
9/10、17(土)13:00～18:30
受講者出欠表
出欠 出欠
氏名 備考 備考氏名

